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あらまし：ここ数年，筆者らは特別支援学校教員のためのモノづくり力の向上を図る出前授業を実施して，

特別支援学校教員のニーズを各自で解決する力の養成を試みてきた．この取り組みでは，高専の初等教育

手法である「失敗から学ぶ」を取り入れた LMSを用いた技術教育手法を提案している．本研究では，出

前授業のアンケートをもとに，特別支援学校教員のモノづくり力に関する自己評価と満足度について評価

した． 
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1. はじめに 

舞鶴高専では，福祉情報教育ネットワークの事業

とは別に平成 22年から，地元の京都府立舞鶴支援学

校と連携して支援機器の試作品の開発等を行ってき

た．これらの活動の中で，特別支援学校教員は支援

機器活用に対する関心が高く，自分で支援機器を自

作できる特別支援学校教員もいるが，多くの特別支

援学校教員は電子工作に関する知識や経験が乏しい

ため，支援機器の開発や製作が困難であることが判

明した．そこで，我々は特別支援学校教員が基礎レ

ベルの電子工作に関する知識を学習できる学習管理

システム（Learning Management System，以下 LMS）

を構築する必要があると考えた． 

本取り組みでは，「特別支援学校教員に対してモノ

づくり力の向上を図る出前授業を実施する」ことで，

特別支援学校教員が自ら問題解決できる力を養成す

ることを目的としている．そして，出前授業で実際

に使用できる機器を自分たちで製作することで，「十

分な機器の確保」，「故障時のメンテナンス技術の習

得」および「新たなニーズへの発展」を目指してい

る．これまでの取り組みで出前授業の実施中に，特

別支援学校教員同士が互いに教え合う姿が見られる

ようになり，技術教育としても一定の成果が上がっ

た 1)． 

本取り組みでは，この取り組みを加速させるため

に，LMS の教材に高専の初等教育方法である「失敗

から学ぶ」を取り入れた事前学習と学習内容を定着

させるための出前授業（支援機器の製作会）を行う

技術教育手法を提案した．本研究では，これまで実

施してきた出前授業のアンケート結果をもとに，特

別支援学校教員のモノづくり力に関する自己評価と

満足度について評価する． 

 

2. これまでの取り組み 

2.1 技術教育手法の構想 

 図 1に本研究の技術教育手法の構想を示す．図 1

に示す全国高専が連携している福祉情報教育ネット

ワークでは，技術教育の電子工作のレベルが中級レ

ベルのものとなっており，学習者は支援機器を作る

だけの作業となっているため，特別支援学校教員の

技術力は身に付いていない．そこで本研究では，技

術力を身につけるために基礎レベルのはんだ付けや 

 
図 1 技術教育手法の構想 
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簡単なスイッチの製作等の技術教育を行い，機器の 

改良や故障した場合の修理等が身に付けられるよう

な技術教育システムの開発に取り組んでいる． 

本研究で提案する技術教育手法では，LMS の教材

に「失敗から学ぶ」を取り入れることで適切な事前

学習を行い，学習内容を定着させるための出前授業

（支援機器の製作会）を行う技術教育システムを構

築する．「失敗から学ぶ」とは，失敗例を図や動画で

原因や対処方法を解説することで理解が進む工夫を

施した．  

出前授業を実施するに当たり，特別支援学校を訪

問して現状調査を行い，特別支援学校教員から現場

の声を聞き，要望が多いニーズを抽出している．そ

のニーズに基づき，主体的に取り組む高専教職員と

研究室の学生が力を合わせることで技術的な問題を

解決し，専門的な知識や技能を特別支援学校教員に

も平易に理解できるような出前授業を企画して実施

している． 

2.2 出前授業の一覧 

これまでに実施した出前授業の一覧を表 1 に示す．

特別支援学校教員に対する出前授業は，平成 25年か

ら年に数回程度実施している．実施時期としては，

特別支援学校教員が時間の余裕がある夏休みや年

末・年度末が多く，4 時間程度の作業時間が確保で

きるような日程を設定している． 

 

表 1 出前授業の一覧 

 
  

2.3 eラーニング教材の一例 

図 2 に本研究で作成したコンテンツの一例を示す． 

本研究では，基礎レベルの教材としてはんだ付け

の学習，部品の説明，工具の使い方，計測器の使い

方を作成した．また，過去の出前授業の教材に失敗

例を取り入れる等のブラッシュアップを図り作成し

た．最後に学習者と管理者が交流できる掲示板と

Q&Aを作成した． 

 
図 2 制作したコンテンツの一例 

3. 特別支援学校教員のモノづくり力に関する

自己評価と満足度 

出前授業後に，特別支援学校教員に『受講の主な

目的』，『授業の内容』，『難易度』，『講師の説明』の

4 項目と自由記述欄を設けたアンケートを実施した． 

『受講の主な目的』は，「現在の仕事に生かすため

に参加している」が 81%であり，残りは「将来の仕

事に備えて」が 27%，「自己啓発のため」が 45%で

あった．また，参加した教員のほとんどが，「製作し

た物を授業に生かしたい」と回答していた．『授業の

内容』については，ほぼ全員が「適切だった」と回

答している．『難易度』については，「適切」が 72%

であった．『講師の説明』については，ほとんどの教

員が，「分かりやすかった」，あるいは「大変分かり

やすかった」と回答している． 

特別支援学校教員の自己評価としては，「工具や計

測器を正しく使うことができるようになった」が

36%，「電子部品の知識が習得できた」が 36%，「ハ

ンダ付けに自信が付いた」が 81%，「回路図があれ

ば支援機器が製作できるようになった」が 9%であ

り，本研究の目的であるモノづくり力の向上が達成

できていることが分かる。その他に自由記述欄には，

様々な要望や感想が書かれており，以下に一例を示

す．  

・ICT 機器の活用． 

・100V スイッチが作りたい． 

・半田付け、テスターが使えるようになった． 

 出前授業では，教員同士が互いに教え合う姿や会

話の中で「○○の扱いには自信がある」といった前

向きな発言が出るなど，特別支援学校教員の自己評

価と満足度が高くなっている様子が見られる．また，

「出前授業で製作したものは，配布資料を見ながら

なら修理ができると」いう話も多数聞こえてくるよ

うになり，これは出前授業の参加回数を重ねること

に参加教員の技術力が向上し，教員のモノづくりに

対する意識が変わったことによる成果と考えられる． 
 

4. まとめ 

本研究では，出前授業のアンケートをもとに，特

別支援学校教員のモノづくり力に関する自己評価と

満足度について評価した．その結果，続けて参加し

ている教員ほど，モノづくり力の向上に対する自己

評価が高くなり，その結果として特別支援学校教員

の満足度に繋がっていると考えられる． 
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回数 出前授業の講座名

1 　ハンダ基礎講座

2 　100Vスイッチの製作

3 　ラッチ&タイマーの製作

4 　マウスの改造と引っ張りスイッチの製作

5 　音声/呼気スイッチとBDアダプターの製作

6 　握りスイッチ&タイマーの製作

7 　打楽器を叩くスイッチの製作
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